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未
来
の
日
本
を
担
う
六
六
九
名
が
巣
立つ

　
桜
が
満
開
と
な
っ
た
。
今

年
の
春
ほ
ど
開
花
が
待
ち
望

ま
れ
た
年
は
な
い
。
花
冷
え

と
い
う
よ
り
冬
日
が
続
い
た

3
月
。
11
日
に
東
日
本
を
大

震
災
が
襲
っ
た
。
津
波
の
襲

来
に
よ
る
、
未
だ
か
つ
て
見

た
こ
と
も
な
い
光
景
に
眼
を

覆
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

見
え
な
い
脅
威
、
放
射
能
に

怯
え
る
日
々
も
続
く
。
被
災

地
の
こ
と
を
思
う
と
夜
も
眠

れ
な
い
▼
学
内
に
は
、
電
力

使
用
の
過
剰
を
知
ら
せ
る
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。
寒
暑
の
厳

し
い
日
に
は
、
警
告
音
が
度

々
鳴
る
。
日
常
生
活
の
な
か

で
自
戒
に
努
め
る
こ
と
が
、

僅
か
な
が
ら
で
も
復
興
支
援

に
繋
が
る
▼
10
年
ほ
ど
前
に

タ
イ
東
北
部
の
イ
リ
ノ
イ
村

に
滞
在
し
た
。
住
民
の
明
る

く
潑は

つ

溂ら
つ

と
し
た
姿
、
そ
の
清

々
し
い
笑
顔
に
衝
撃
を
受
け

た
。
村
に
電
気
は
な
い
。
村

人
一
体
と
な
っ
た
自
給
自
足

の
暮
ら
し
。
暑
さ
を
凌
ぐ
た

め
の
高
床
式
家
屋
。
明
る
く

な
れ
ば
働
き
、
日
が
沈
め
ば

休
む
。
そ
こ
に
は
私
た
ち
日

本
人
が
失
っ
た
清
貧
の
生
活

が
あ
っ
た
▼
英
国
の
詩
人
ワ

ー
ズ
ワ
ー
ス
は
、「
低
く
暮
ら

し
、高
く
思
う
」の
言
葉
を
遺

し
た
。
英
国
に
は
、
今
な
お

「
古
い
も
の
は
美
し
い
」
と

い
っ
た
意
識
が
根
付
く
。
こ

れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保

を
ど
う
す
る
か
。
大
量
生
産

＝
消
費
社
会
の
限
界
が
見
え

る
今
、
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る

面
で
転
換
の
時
期
に
あ
る
。

倉
田
山

平
成
二
十
二
年
度

学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

（
第
四
十
六
回
卒
業
式
）

　
三
月
十
八
日
、
伊
勢
学
舎
記
念
講
堂
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度

学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式（
第
四
十
六
回
卒
業
式
）が
執
り
行
わ
れ
た
。

華
や
か
な
袴
姿
、凛
々
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

希
望
を
胸
に
学
び
舎
を
後
に
し
た
。

参
拝
が
ゆ
る
さ
れ
、
学
生
た

ち
は
、
感
慨
深
い
面
持
ち
で

参
拝
し
て
い
た
。

　
式
は
予
定
通
り
十
一
時
三

十
分
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
開

始
に
先
立
ち
、
三
月
十
一
日

に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災

で
奪
わ
れ
た
多
く
の
命
に
対

し
て
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

　
式
の
な
か
で
伴
五い

十そ

嗣し

郎ろ
う

学
長
に
よ
り
令
旨
が
奉
読
さ

れ
る
と
、
卒
業
生
の
多
く
は

母
校
で
の
教
え
を
か
み
し
め

て
一
心
に
拝
聴
し
、
社
会
へ

挑
む
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

い
た
。
続
く
学
位
記
・
修
了

証
書
授
与
で
は
、
各
学
科
お

よ
び
各
課
程（
大
学
院
等
）を

代
表
し
て
、
総
代
十
二
名
が

壇
上
に
あ
が
り
、
証
書
を
受

け
取
っ
た
。

　
伴
学
長
は
式
辞
に
て
、
本

学
の
特
色

　
　
入
学
式
や
卒

業
式
、
さ
ら
に
は
毎
月
の
恒

例
行
事
と
し
て
神
宮
に
参
拝

す
る
こ
と
、
ま
た
神
道
を
中

核
と
す
る「
建
学
の
精
神
」を

一
貫
し
て
標
榜
し
、
実
践
し

て
い
る
こ
と
、
を
改
め
て
伝

え
た
。
そ
の
う
え
で
贈
る
言

葉
と
し
て
、
神
道
が
教
え
る

徳
目
の
中
で
も
っ
と
も
重
要

な
「
正
直
」
の
大
切
さ
に
つ

い
て
言
及
。「
少
し
く
ら
い
不

器
用
で
も〝
正
直
〞を
心
が
け

る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
々
か

い
」と
語
っ
た
。

も
と
も
と
漢
字

や
文
法
が
好
き

で
、
国
語
学
に

興
味
を
持
ち
本

学
に
入
学
し
た

田
口
さ
ん
は
、

四
月
か
ら
は
津

市
内
の
図
書
館
に
勤
務
す

る
。「
皇
學
館
で
学
ん
だ
神
道

精
神
を
ベ
ー
ス
に
現
代
社
会

式
の
前
に
犠
牲
者
へ
黙
と
う

　
柔
ら
か
な
陽
光
の
な
か
に

も
冷
た
さ
が
残
る
三
月
十
八

日
、
平
成
二
十
二
年
度
学
位

記
・
修
了
証
書
授
与
式
が
挙

行
さ
れ
た
。
当
日
の
早
朝
、

卒
業
生
ら
は
、
本
学
伝
統
の

卒
業
式
の
慣
例
に
よ
っ
て
、

内
宮
・
外
宮
の
両
宮
を
参
拝
。

内
宮
で
は
御
垣
内
で
の
正
式

「
皆
揃って
卒
業
、嬉
し
い
」

　
会
社
を
六
十
歳
で
定
年

後
、
社
会
福
祉
学
部
に
入
学

し
た
北
尾
朋
彦
さ
ん
は
「
皇

名
祭
で
若
い
学
生
と
と
も
に

お
茶
席
を
催
し
た
こ
と
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
」
と
充
実

し
た
学
生
生
活
を
振
り
返
っ

た
。
今
後
は
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
意
欲
的
だ
。
ま
た
答
辞

を
担
当
し
た
文
学
部
国
文
学

科
の
田
口
若
菜
さ
ん
は
「
先

に
大
き
な
震
災
が
あ
っ
た

が
、
皆
が
揃
っ
て
卒
業
式
を

迎
え
ら
れ
る
こ
と
が
嬉
し

ら
信
用
と
信
頼
と
集
め
ら
れ

る
」
と
激
励
し
た
。
ま
た
佐

古
一か

ず

洌き
よ

理
事
長
は
、
司
馬
遼

太
郎
の
文
章
を
引
用
し
、
社

会
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は

〝
い
た
わ
り
〞〝
他
人
の
い
た

み
を
感
じ
る
こ
と
〞〝
や
さ

し
さ
〞
の
三
つ
が
必
要
で
あ

る
と
説
い
て
、
卒
業
生
に
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

　
来
賓
の
鷹
司
尚
武
神
宮
大

宮
司
は
「
現
代
社
会
は
多
く

の
問
題
を
抱
え
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
そ
ん
な
時
こ
そ

皇
学
を
修
め
た
み
な
さ
ん
の

使
命
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な

る
」
と
、
卒
業
生
た
ち
へ
の

期
待
を
述
べ
た
。

の
様
々
な
問
題
や
変
化
に
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

東
日
本
大
震
災

卒
業
生
ら
が
二
十
万
三
六
〇
九
円
を
寄
託

在
学
生
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
結
成

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
と
、

卒
業
式
が
行
わ
れ
た
記
念
講
堂
と
謝
恩
会

場
の
体
育
館
に
は
募
金
箱
が
設
置
さ
れ

た
。
義
援
金
と
し
て
集
ま
っ
た
二
十
万
三

六
〇
九
円
は
、
三
月
二
十
四
日
に
中
日
新

聞
社
会
事
業
団
へ
寄
託
さ
れ
た
。

　
三
月
末
に
は
、
在
学
生
・
教
職
員
の
有

志
約
三
十
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

を
結
成
し
た
。
今
後
、
三
重
県
へ
避
難
し

て
き
た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
家
庭
教

師
や
学
童
保
育
に
類
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

　
ま
た
、
あ
わ
せ
て
学
内
で
の
募
金
活
動

も
実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
本
学
は
復
興
に
向
け
た
、
で
き
得
る
限
り
の
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

学
校
法
人
皇
學
館

／
／
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万
葉
集
研
究
に
心
血
を
注
ぎ

　
　
　
　
　
国
文
学
科
の
基
礎
を
築
く
澤
瀉
久
孝
　
お
も
だ
か
ひ
さ
た
か

　
澤
瀉
久
孝
は
、
明
治
二
十
三
年
、
現
在

の
伊
勢
市
宇
治
今
在
家
町
で
生
ま
れ
た
。

昭
和
を
代
表
す
る
万
葉
学
者
で
あ
る
。

　
そ
の
研
究
姿
勢
は
、
歌
一
首
一
首
の
正

し
い
解
釈
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
研
究
の
集
大
成
が
『
万
葉
集
注
釈
』
全

二
十
巻
で
あ
っ
た
。
巻
第
一（
昭
和
三
十

二
年
）
の
「
は
し
が
き
」
に
「
僅
か
五
句

三
十
一
音
内
外
の
作
品
の
一
語
一
句
で
も

訓
み
方
に
異
説
の
あ
る
事
は
重
大
事
で
あ

る
。そ
れ
を
よ
い
加
減
に
し
て
お
い
て『
鑑

賞
』『
批
評
』
な
ど
を
や
る
事
は
不
可
解

な
事
だ
と
私
は
昔
か
ら
思
つ
て
ゐ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
歌
を
生
か
す
た
め

に
訓
詁
の
重
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
万
葉
研
究
に
お
い
て
高
い
水
準

を
保
つ
学
会
に
万
葉
学
会
が
あ
る
。
そ
の

発
足
は
昭
和
二
十
六
年
七
月
に
遡
る
。
澤

瀉
の
門
下
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
そ
の

代
表
者
に
澤
瀉
が
推
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
同
年
十
月
、
そ
の
学
会
誌『
万
葉
』創

刊
号
「
編
輯
後
記
」
を
澤
瀉
は
次
の
よ
う

に
結
ん
で
い
る
。「
み
づ
か
ら
を
語
る
為
に

万
葉
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
万
葉
を
明
ら

か
に
す
る
為
の
我
ら
な
の
で
あ
る
」
と
。

　
昭
和
四
十
一
年
、
喜
寿
を
迎
え
た
記
念

論
文
集
『
澤
瀉
博
士
喜
寿
記
念
万
葉
学
論

叢
』
に
は
、
小
島
憲
之
・
西
宮
一
民
・
伊

藤
博
・
井
手
至
を
は
じ
め
錚
々
た
る
門
下

生
の
顔
触
れ
が
並
ぶ
。

　
昭
和
四
十
三
年
十
月
十
二
日
〜
十
四

日
、
万
葉
学
会
全
国
大
会
が
静
岡
市
で
開

催
さ
れ
た
。
澤
瀉
の
講
演
テ
ー
マ
は
「
注

釈
完
成
に
あ
た
っ
て
」
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
十
月
十
四
日
、
万
葉
旅
行
当
日
の
朝
二

時
過
ぎ
に
急
逝
。『
万
葉
集
注
釈
』
巻
第

二
十
の
出
版
を
目
前
に
控
え
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。『
万
葉
集
注
釈
』
全
二
十
巻
の

価
値
は
今
も
揺
る
ぎ
な
い
。

　
澤
瀉
は
皇
學
館
大
学
再
興
に
も
尽
力
し

た
。
国
文
学
科
の
生
み
の
親
と
も
い
う
べ

き
存
在
で
、
そ
の
基
礎
を
築
い
た
。
国
文

学
科
研
究
室
に
は
今
も
遺
影
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
逝
去
後
の
昭
和
五
十
年
、
そ
の
蔵
書
が

遺
族
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。
澤
瀉
久
孝
文

庫
で
あ
る
。
平
成
九
・
十
年
に
も
追
加
寄

贈
が
な
さ
れ
た
。『
万
葉
集
注
釈
』
の
自

筆
原
稿
を
は
じ
め
、尼
崎
本
万
葉
集
断
簡
・

元
暦
校
本
万
葉
集
断
簡
等
の
一
級
の
資
料

が
含
ま
れ
る
。

　
墓
所
は
生
誕
地
に
程
近
い
今
北
山
墓
地

に
あ
る
。
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旧
暦
の
一
月
一
日
に
あ
た

る
「
春
節
」
は
、
中
国
で
最

も
伝
統
的
で
重
要
と
さ
れ
る

祝
祭
日
で
あ
る
。大
晦
日（
除

夕
）
に
は
親
戚
や
家
族
が
集

ま
り
、
町
で
は
爆
竹
が
派
手

に
鳴
ら
さ
れ
る
な
ど
新
年
の

到
来
を
盛
大
に
祝
う
。
月
の

満
ち
欠
け
を
基
に
し
て
い
る

旧
暦
で
は
、
元
旦
は
「
冬
至

の
次
に
来
る
新
月
の
日
」。

平
成
二
十
三
年
は
二
月
三
日

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
春
節
祭
を
日
中
友
好

の
場
に
し
よ
う
と
、
二
月
十

一
日
、
伊
勢
市
朝
熊
町
の
ふ

れ
あ
い
会
館
で
「
第
一
回
伊

勢
・
春
節
を
祝
う
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
企
画
し
た
の
は

同
町
に
あ
る
珪け

い

田で
ん

院
の
住

職
、
雛
倉
誠
堂
さ
ん
、
桂
子

さ
ん
夫
妻
。
夫
妻
は
中
国
残

留
孤
児
の
支
援
を
続
け
て
お

り
、
草
の
根
交
流
の
輪
を
広

げ
た
い
と
同
市
在
住
の
残
留

孤
児
と
そ
の
家
族
を
は
じ

め
、
市
内
在
住
の
中
国
人
、

地
元
住
民
な
ど
約
四
十
名
を

招
い
た
。

っ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」

と
語
る
。

　
会
場
に
は
福
の
字
を
か
た

ど
っ
た
赤
い
飾
り
が
施
さ

れ
、紅
白
の
団
子「
元げ

ん

宵し
ょ
う

」や

大
根
の
漬
物
が
食
卓
に
並
ぶ

な
か
会
話
が
弾
み
、
終
始
和

や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
。
参
加
者
の
ひ
と
り
で
残

留
孤
児
だ
っ
た
七
十
歳
代
の

女
性
は
「
春
節
に
家
族
や
友

人
が
大
勢
集
ま
っ
て
い
た
の

を
思
い
出
す
」
と
中
国
で
の

生
活
を
振
り
返
り
、
素
晴
ら

し
い
企
画
と
話
し
て
い
た
と

い
う
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
交
流

会
が
四
季
折
々
に
あ
わ
せ
て

年
四
回
ほ
ど
開
か
れ
る
予
定

で
、
二
人
は
「
他
の
留
学
生

に
も
呼
び
か
け
て
、
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
て
い
た
。

　
二
月
二
十
八
日
、
記
念
館

に
て
伊
勢
市
職
員
と
本
学
と

の「
環
境
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」が

今
年
も
開
催
さ
れ
た
。
参
加

し
た
の
は
、
環
境
課
の
職
員

六
名
の
ほ
か
に
本
学
中
松
豊

教
育
学
部
教
授
と
そ
の
ゼ
ミ

の
三
・
四
年
生
九
名
だ
。

　
は
じ
め
に
伊
勢
市
か
ら
平

成
二
十
一
年
度
の
伊
勢
市
環

境
報
告
書「
え
こ
の
お
と
」の

内
容
を
説
明
。
そ
の
後
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
学

生
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
が
飛
び
出
し

た
。
例
え
ば
、
あ
る
学
生
は

教
育
実
習
の
経
験
を
も
と
に

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に
落

ち
て
い
る
ゴ
ミ
や
犬
の
フ
ン

に
つ
い
て
指
摘
。
職

員
は
地
域
住
民
へ
の

啓
発
活
動
は
行
っ
て

い
る
が
、
一
部
の
個

人
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
、
直
接
的
な
指
導

を
行
う
こ
と
は
難
し

い
と
答
え
た
。
山
崎

拓
也
さ
ん
（
教
育
学

科
四
年
）
は
「
マ
ナ

ー
は
個
人
の
問
題
だ

が
、
そ
の
考
え
や
行

動
に
は
育
っ
た
環
境

な
ど
も
影
響
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
マ
ナ
ー
を
し
っ
か

り
伝
え
る
べ
き
だ
」
と
述
べ

た
。
伊
勢
市
側
は
、
市
と
し

て
も
来
年
度
か
ら
小
学
校
へ

出
前
講
座
を
考
え
て
い
る
こ

と
を
言
及
。
環
境
学
習
を
進

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
モ
ラ
ル

意
識
を
高
め
る
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
た
。

　
参
加
し
た
森
下
恵
さ
ん

（
同
四
年
）は
「
分
別
の
大
切

さ
な
ど
、
自
分
の
生
活
を
も

う
一
度
見
直
し
た
い
と
思
っ

た
。
教
育
実
習
に
行
っ
た
小

学
校
で
は
汚
水
対
策
と
し
て

食
器
を
不
要
な
プ
リ
ン
ト
で

拭
い
て
か
ら
洗
う
先
生
が
い

た
の
で
、
自
分
が
教
師
に
な

っ
て
も
、
そ
う
い
う
意
識
を

も
っ
て
子
供
と
接
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
伊
勢
市
の
職
員
は
「
今
回

も
貴
重
な
意
見
を
た
く
さ
ん

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年

度
は
大
学
と
協
働
し
て
、
新

し
い
取
組
に
も
着
手
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
的
に
語
っ

た
。
ま
た
今
回
は
時
間
の
都

合
上
、
充
分
に
議
論
で
き
な

い
場
面
が
あ
っ
た
た
め
、
次

回
は
内
容
に
つ
い
て
再
構
成

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
国
人
留
学
生
ら
、春
節
の
集
い

広
が
る
日
中
交
流
の
輪

　
二
月
十
一
日
、
伊
勢
市
朝
熊
町
の
ふ
れ
あ
い
会
館
で
中
国

の
旧
正
月「
春
節
」を
祝
う
交
流
会
が
催
さ
れ
た
。こ
の
会
は
、

日
中
の
相
互
理
解
を
深
め
よ
う
と
雛
倉
誠
堂
さ
ん
、
桂
子
さ

ん
夫
妻
が
企
画
し
た
も
の
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
本
学
大
学

院
の
中
国
人
留
学
生
、
張
文
宏
さ
ん
、
李
燕
さ
ん
が
協
力
し
、

総
勢
四
十
人
が
集
う
賑
や
か
な
催
し
と
な
っ
た
。

中
国
で
最
も
伝
統
的
な
祭「
春
節
」

　
本
学
の
中
国
人
留
学
生
・

張
文
宏
さ
ん
は
語
学
教
室
を

通
じ
て
知
り
合
っ
た
桂
子
さ

ん
か
ら
こ
の
計
画
を
聞
き
、

協
力
す
る
こ
と
を
快
諾
。
同

じ
く
留
学
生
の
李
燕
さ
ん
や

参
加
者
と
一
緒
に
春
節
祭
に

欠
か
せ
な
い
料
理「
水
餃
子
」

を
作
り
ふ
る
ま
っ
た
。
当
日

は
寒
波
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

庭
に
降
り
積
も
る
雪
を
眺
め

つ
つ
の
餃
子
は
、
味
わ
い
も

格
別
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　「
水
餃
子
の
包
み
方
や
具

の
中
身
、
料
理
の
種
類
な
ど

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
春
節

祭
の
風
習
に
つ
い
て
話
し
た

り
、
今
ど
き
の
日
本
事
情
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
餃
子

を
作
り
な
が
ら
日
中
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
張
さ
ん
。
李
さ
ん
も

「
地
元
の
方
や
子
ど
も
た
ち

が
中
国
の
文
化
に
興
味
を
持

若
い
発
想
を〝
未
来
の
伊
勢
〞に
反
映

伊
勢
市
と
本
学
と
の
環
境
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

名
張
学
舎
か
ら
の
移
転
が
完
了

平
成
二
十
三
年
度
よ
り
社
会
福
祉
学
部
は
伊
勢
学
舎
へ

　
学
舎
統
合
に
伴
う
名
張
学

舎
の
移
転
・
引
越
し
作
業
が

二
月
八
日
よ
り
実
施
さ
れ

た
。
特
に
同
十
九
・
二
十
六

日
は
、
積
荷
を
載
せ
た
大
型

十
㌧
ト
ラ
ッ
ク
が
伊
勢
学
舎

に
集
結
し
、
職
員
総
出
で
夜

間
ま
で
荷
下
ろ
し
に
あ
た
っ

た
。
移
転
作
業
は
翌
月
も
続

き
、
三
月
三
十
一
日
に
最
終

の
荷
物
が
積
み
込
ま
れ
、
無

事
に
伊
勢
学
舎
へ
の
移
転
が

完
了
し
た
。
当
日
は
、
最
後

ま
で
業
務
に
就
い
た
教
職

員
・
学
生
ら
が
名
張
学
舎
の

名
残
を
惜
し
ん
だ
。

　
移
転
作
業
の
陣
頭
指
揮
を

執
っ
た
水
本
昌
克
総
務
課
長

と
橋
本
久
学
舎
統
合
特
命
課

長
は
、「
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が

な
く
、
作
業
が
完
了
し
た
こ

と
に
安
堵
し
て
い
る
。
伊
勢

学
舎
に
学
び
の
場
を
移
す
社

会
福
祉
学
部
生
が
快
適
に
学

生
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
第

一
に
願
っ
て
い
る
」
と
語
っ

た
。

／

／
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　●リ ●レ ●ー ●エ ●ッ ●セ ●イ  私の学生時代
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学
生
時
代
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
な

ん
と
い
っ
て
も
「
ア
メ
リ
カ
留
学
」
で

す
。留
学
し
て
い
た
期
間
は
も
ち
ろ
ん
、

留
学
が
決
ま
っ
て
か
ら
の
準
備
期
間
、

留
学
後
大
学
院
留
学
を
目
指
し
た
期
間

を
含
め
る
と
、
わ
た
し
の
大
学
生
活
の

ほ
と
ん
ど
は
「
ア
メ
リ
カ
留
学
」
に
占

め
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
き
っ
か
け
は
、
大
学
二
年
生
の
と
き

夏
期
語
学
研
修
で
一
カ
月
間
ア
メ
リ
カ

に
滞
在
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

三
重
県
か
ら
出
た
こ
と
の
な
か
っ
た
わ

た
し
に
と
っ
て
、
初
の
海
外
と
な
る
ア

メ
リ
カ
は
刺
激
が
強
す
ぎ
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
に
恋
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
ア
メ
リ
カ
の
も
の
が
何
で
も
魅
力

的
に
思
え
て
、
も
う
一
度
ア
メ
リ
カ
に

行
き
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
の
で

す
。

　
再
度
渡
米
す
る
た
め
に
、
わ
た
し
が

選
ん
だ
手
段
は
留
学
で
し
た
。
母
校
の

三
重
大
学
教
育
学
部
に
は
、文
部
省（
当

時
）
の
国
費
で
留
学
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
留
学
で
き
る
の

は
一
名
だ
け
で
、
英
語
の
試
験
で
一
番

に
な
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
国
語

科
に
在
籍
し
て
い
た
わ
た
し
に
と
っ

て
、
英
語
は
得
意
科
目
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、「
ア
メ
リ
カ
に
行
き

た
い
!
」
と
い
う
強
い
思
い
に
動
か
さ

れ
、
猛
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
選
考
試

験
ま
で
一
カ
月
間
で
し
た
が
、
毎
日
十

時
間
以
上
は
英
語
の
勉
強
を
し
ま
し

た
。
結
果
は
合
格
で
し
た
。

　
こ
の
試
験
勉
強
を
通
し
て
、「
一
生
懸

命
努
力
す
れ
ば
、
神
様
が
味
方
し
て
く

れ
る
」
と
感
じ
ま
し
た
。
選
考
試
験
の

リ
ス
ニ
ン
グ
の
問
題
に
、
前
日
勉
強
し

た
の
と
同
じ
問
題
が
出
た
の
で
す
。
あ

と
で
聞
い
た
話
で
す
が
、
わ
た
し
と
二

位
だ
っ
た
人
の
点
数
差
は
わ
ず
か
だ
っ

た
そ
う
で
、
も
し
そ
の
リ
ス
ニ
ン
グ
の

問
題
が
違
う
問
題
だ
っ
た
ら
、
試
験
に

受
か
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
き
っ
と
、「
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
い

!
」
と
必
死
に
英
語
を
勉
強
し
て
い
た

わ
た
し
を
神
様
は
見
て
い
て
く
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

　
今
あ
の
頃
を
振
り
返
る
と
、
な
ぜ
ア

メ
リ
カ
が
そ
ん
な
に
よ
か
っ
た
の
か
、

な
ぜ
が
む
し
ゃ
ら
に
英
語
を
勉
強
で
き

た
の
か
不
思
議
で
す
。
お
そ
ら
く
「
若

さ
」
と
い
う
パ
ワ
ー
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
何
か
に

ば
か
み
た
い
に
夢
中
に
な
れ
る
、
そ
れ

が
「
若
さ
」
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
あ

と
わ
た
し
の
ア
メ
リ
カ
熱
は
し
ば
ら
く

続
き
、
そ
の
結
果
、
英
語
で
食
べ
て
い

け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　
二
月
十
三
日
、
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
伊
勢
学

舎
五
三
六
教
室
で
第
三
回
・

皇
學
館
大
学
特
別
講
座（「
立

志
塾
」
第
二
回
）
が
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
本
学
客
員
教

授
（
鉄
道
情
報
シ
ス
テ
ム
常

勤
監
査
役
、
憲
法
・
皇
室
法

研
究
家
）の
田た

尾お

憲の
り

男お

先
生
。

演
題
は
「
日
本
人
と
し
て
の

家
族
・
郷
土
・
国
家
を
考
え

る
」
だ
っ
た
。

　
受
講
生
は
文
学
部
神
道
学

科
三
名
（
二
年
生
一
名
、
一

年
生
一
名
、
科
目
履
修
生
一

名
）、
現
代
日
本
社
会
学
部

九
名（
す
べ
て
一
年
生
）の
計

十
二
名
。
午
前
中
は
、「
国
家

と
は
何
か
」、「
日
本
と
は
何

か
」
を
問
う
な
か
で
、
皇
室

を
中
心
と
し
た
日
本
の
国
柄

や
、領
土（
北
方
領
土
・
竹
島
・

尖
閣
諸
島
な
ど
）
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
等
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
い
た
。午
後
は
、

さ
ら
に「
夫
婦
別
姓
」や「
外

国
人
参
政
権
」
の
問
題
等
、

内
政
に
お
け
る
危
機
に
つ
い

て
お
教
え
い
た
だ
い
た
。

　
休
憩
の
後
は
参
加
者
で
テ

ー
ブ
ル
を
囲
み
、
相
互
に
意

見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
護
る
た
め
の

現代日本社会学部・立志塾　第 2回

「日本人としての家族・郷土・
国家を考える」

開催の報告
本学客員教授　　　　
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大
学
を
挙
げ
て
就
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促
進

職
場
体
験
付
講
座「
京
都
の
老
舗
」

 

第
三
回
開
催
の
ご
報
告

　
当
日
は
、学
生
十
一
名（
文

学
部
七
名
、
現
代
日
本
社
会

学
部
四
名
）（
一
年
生
八
名
、

二
年
生
二
名
、四
年
生
一
名
）

が
参
加
。
八
時
に
宇
治
山
田

駅
を
バ
ス
に
て
出
発
し
た
。

車
中
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
岩
崎
正
彌
准
教
授
（
現
代

日
本
社
会
学
部
伝
統
継
承
文

化
創
造
コ
ー
ス
）
か
ら
「
企

業
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
採

用
し
た
い
か
」
を
テ
ー
マ
に

講
義
が
行
わ
れ
た
。

　
最
初
の
訪
問
地
と
し
て
、

京
漆
器「
象
彦
」さ
ん（
岡
崎
）

へ
。
代
表
取
締
役
社
長
の
西

村
毅
氏
よ
り
漆
器
の
製
作
過

程
や
蒔
絵
の
見
ど
こ
ろ
な
ど

に
つ
い
て
ご
講
義
を
い
た
だ

き
、
二
階
に
展
示
さ
れ
て
い

る
蒔
絵
作
品
を
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。
さ
ら
に
は
、
欧

州
の
一
流
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

特
製
万
年
筆
や
、
文
字
盤
に

蒔
絵
が
施
さ
れ
た
最
高
級
腕

時
計
な
ど
、
最
新
の
取
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
。

　
次
は
、
京
扇
子
「
宮
脇
賣

扇
庵
」
さ
ん
（
六
角
富
小
路
）

へ
。
相
談
役
の
宮
脇
祥
三
氏

よ
り
京
扇
子
の
歴
史
や
特
長

に
つ
い
て
ご
講
義
を
い
た
だ

き
、
店
内
に
展
示
さ
れ
て
い

る
扇
の
数
々
に
つ
い
て
解
説

を
い
た
だ
い
た
。

　
三
番
目
に
、
京
麩
「
半
兵

衛
麩
」
さ
ん
（
五
条
大
橋
東
）

へ
。
昼
食
「
麩
料
理
・
む
し

や
し
な
い
」を
堪
能
し
た
後
、

十
一
代
・
取
締
役
会
長
で
あ

る
玉
置
半
兵
衛
氏
に
創
業
以

来
の
こ
と
、
石
門
心
学
の
こ

と
、
祖
父
や
父
か
ら
教
え
ら

れ
た
人
の
道
、
就
職
し
て
か

ら
大
切
な
こ
と
な
ど
を
ご
講

義
い
た
だ
い
た
。

　
午
後
は
近
年
稀
に
見
る
大

雪
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
夕
刻

に
は
無
事
に
伊
勢
に
帰
還

し
、
解
散
と
な
っ
た
。

　
参
加
学
生
か
ら
は
「
大
変

貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
て
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
」「
ど
の
お
店
で
も
素

晴
ら
し
い
も
の
を
見
せ
て
い

た
だ
き
、と
て
も
幸
せ
で
す
」

「
日
本
の
伝
統
文
化
、商
業
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
社
会
の
考

え
か
た
、
道
徳
な
ど
、
様
々

な
こ
と
が
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
参
考
と
な
る

話
を
伺
え
た
と
思
う
」
な
ど

感
動
の
レ
ポ
ー
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
。

＊
＊
＊

　
そ
れ
ぞ
れ

の
見
学
先
の

皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
も
京
都
を
は
じ
め
と
し

て
、
大
阪
・
名
古
屋
・
東
京

な
ど
の
文
化
的
な
企
業
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ

方
策
、
ま
た
本
学
で
学
ぶ
学

生
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め

た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
外
国
人

参
政
権
や
領
土
問
題
な
ど
、

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
事

象
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
も
ら
え
て
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
な
り
の

し
っ
か
り
と
し
た
意
見
を
持

ち
、
そ
れ
を
人
前
で
発
言
で

き
る
力
を
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
」「
夫
婦
別

姓
な
ど
そ
れ
ほ
ど
気
に
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す

　
去
る
二
月
十
四
日
に
「
職
場
体
験
付
講
座
」
第
三
回
「
京
都
の
老
舗
③
」
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
伝
統
産
業
や
京
都
文
化
に
興
味
の
あ
る
学
生
を
京
都
の
代
表
的
な
老

舗
企
業
に
案
内
し
て
各
企
業
の
ト
ッ
プ
の
方
か
ら
ご
講
話
を
承
り
、
参
加
学
生
の
教
養

や
見
聞
を
広
め
、
ま
た
就
職
へ
の
機
縁
を
つ
く
り
、
各
自
の
就
業
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
通
じ
て
就
職
活
動
の
支
援
を
目
指
す
も
の
だ
。

り
、
学
生
が
ま
す
ま
す
社
会

に
貢
献
で
き
る
機
会
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

 

（
学
生
部
就
職
課
）

が
、
こ
の
こ
と
が
家
庭
崩
壊

の
一
因
に
な
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

聞
い
て
私
も
反
対
だ
と
思
い

ま
し
た
。（
中
略
）も
っ
と
色

々
な
こ
と
を
知
り
た
い
と
思

っ
た
し
、
多
く
の
人
々
に
知

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
て
、
今
日
参
加
し

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
な
ど
の
報
告
文
が
寄
せ

ら
れ
た
。

（
現
代
日
本
社
会
学
部
　

准
教
授

岩
崎
正
彌
）

／

／

／／
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今だから話せる？!
　　深草先生は第 1回から欠かさず
観てこられたそうですが、その変遷
について教えてください。
深草先生●昔は卒論
を書いてから練習し
ていたので準備期間
は 1カ月くらいでし
たよ。上演も 1日だ
けでした。何年前からでしょう、今
のように学内公演や招待公演をする
ようになったのは。前年度よりいい
ものを、と張り切るうちに上演時間
が長くなり、内容も濃くなって観客
も増えていきましたね。

　　昨年と比べ、今年のミュージカ
ルはいかがですか。
神田●本公演の前に
改めて昨年の DVD
を見て、完成度の高
さに驚きました。あ
と 1カ月でどうやっ
たら先輩たちに追いつけるんだろ
う、僕たちの強みを生かすにはどん
な工夫ができるんだろうと最後の最
後まで考えさせられました。
松平●先生方には例年と比べ音楽や
ダンスパフォーマンスが多くなった
と言っていただけました。男の子が
主役を演じるのもあまりなかったの
では？
深草先生●そうだね。「西遊記」とい
うアジア的な演目が選ばれたのも最
近の傾向からいうと珍しいことだ
し。それに、文学部教育学科として
は最後の公演になるから、今までに
ないプレッシャーがあったと思いま
すよ。

　　準備を進める中で工夫した点を
お聞かせください。
田中（章）●まず、「西
遊記」を発案したの
は自分が幼い時に読
んで好きだったとい
うこともあります
が、人間ではなく、妖怪が主人公と
いう設定が子どもたちに受けると思
ったんです。工夫した点は、〈おかま
キャラ〉など子どもたちが笑う要素
を取り入れたことですね。
田中（美）●音楽班の班長を務めたの
ですが、一番多かったのが今まで以

上に〈ミュージカルらしさを出した
い〉という声でした。それに応えた
くて脚本班や顧問の錦先生と相談し
ながら音楽を取り入れる場面を決め
ていったのですが、実際に舞台に当
てはめてみると余分だったりして直
前まで悩みました。
松平●立体的なディスプレイにした
り、明るい色を使ったり、子どもたち
が喜ぶ会場づくりに苦心しました。
もともと、会場班を希望したのは授
業で実際に学んだことを生かせると
思ったから。その意味で、いろんな
ことを実践できてよかったです。
神田●孫悟空を演じるにあたって
は、自分自身が楽しむことを心がけ
ました。僕が楽しい気分で演技でき
たら、観てくれる子たちにもきっと
伝わるんじゃないかと。
深草先生●班のメンバーを見ている
と、適材適所だなって思いましたね。
もともとの特徴・性質を生かすだけ
でなく、新しい才能や資質を発見す
ることもあるんじゃないかな。

　　苦労した点は。
田中（章）●実行委員長としては班同
士のすり合わせが大変でした。それ

ぞれの班に独自のこだわりがありま
すから。できるだけ小まめにいろん
な班に顔を出して、橋渡し役を担い
ました。
田中（美）●苦労の連続でした（笑）。
有志とは何か、という定義からして
違ったので……。一時、班から離れ
た人もいるほどです。意見や方向性
を調整するために何度かミーティン
グを開きましたが、発言が苦手な人
もいます。だから、個々に話し掛け
たりノートを作って書き込んでもら
うようにしたり。一番効き目があっ
たのが、指揮者担当がみんなの気持
ちが知りたいって涙ながらに訴えた
こと。その後は思ったことを言い合
える班になったと思います。
松平●会場班は地味
な作業の連続なの
で、モチベーション
の維持が課題でし
た。それに、大看板作
りといった力仕事におみやげのカプ
セルやアイテムを作る緻密な作業な
ど、あらゆることを同時進行でやら
なくてはいけないのが大変でした。
神田●主役ということもあってか、
周りの人が指導してくれる機会が少

なかったんです。自分で見て聞いて
考えなければいけなかった。それが、
役作りにおいて苦労した部分です
ね。

　　ミュージカルを創り上げていく
中で何を学び、得ましたか。
田中（章）●一言の重みについて考え
させられました。133名という大所帯
でひとり一人としっかり向き合う時
間が取れない中、一言「ありがとう」
と声を掛けるだけで気持ちは伝わ
る。言うか言わないかの違いを痛感
しましたね。教師になっても、この
ことは忘れないと思います。
田中（美）●サブテー
マとして子どもたち
に伝えたかった〈協
力することの大切
さ〉を、逆に教えて
もらいました。
松平●実行委員としては大勢の前で
わかりやすくポイントを押さえて話
すコツや度胸が身につきました。会
場班としては低学年の子どもたちと
の触れ合い方が学べる、絶好の機会
になりました。
神田●役者を担当して、観られる側
の意識が大切だと実感しました。ス
イミングスクールでコーチもしてい
るのですが、自信を持って指導しな
いと子どもたちの信頼は得られませ
ん。役者も同じで、自信、自覚を持っ
て孫悟空に成りきらないと子どもた
ちに見透かされてしまいますから。

　　最後に、ミュージカルの今後に
ついて抱負をお聞かせください。
深草先生●ミュージカルは学生にと
って 4年間の総決算。〈ミニ社会〉と
もいえる中で、ひとり一人が自分の
役割をまっとうする大切さに気づい
たと思います。そのことを社会に出
ても忘れないでいてほしいですね。
　それから、私の将来の夢は特急が
停まる近鉄沿線の町で出張公演をす
ること。より多くの子どもたちに観
てもらいたいし、本学の教育力の高
さを実証、発信できる場にもなる。
来年からは教育学部になりますが、
形は変わってもやめることは決して
ありません。本学の良き伝統として、
永遠に残していきたいと思います。

　133名の有志が 9つの班に分かれ、1年という歳月をかけて創り上げた
ミュージカル。準備の間、考え方や価値観の違いから意見が衝突したり、
思い悩んだ時もあったようだ。そんな悲喜こもごもの裏話を学生と深草
正博教授が熱く語った。

トークメンバー
深草 正博教育学部長（教授）
田中 章太郎さん 
田中 美帆さん 
松平 春奈さん 
神田 謙さん 

藤井竜二
副実行委員長、
音響照明班

　音響照明班の活
動ではイメージを
統一するのが、副委員長として
は実行委員会と班とのズレなど
をどう解決していけるかを考え
るのが大変でした。僕にとって
この 4年間に出会った友達は本
当に宝物。みんなのおかげでこ
の 4年間は最高の時間になりま
した。ほんまにありがとう。

松村泰希
悪役　ジャワ役

　積み重ねてきた
練習や仲間との頑
張りによって不安
は自信に変わり、一切の迷いを
消した演技ができるようになり
ました。 1人ではできないこと
も仲間がいればでき、支え合い、
協力することで人の力は何倍に
もなることを実感しました。社
会へ出ても仲間を大事にしてい
きたいと思います。

北　菜摘
道具班

　私たち道具班の活
動は表に出るもので
はありません。です
が、自分たちの作ったものが舞台
で使われ、それによって役者が引
き立てられたら本望だと思いま
す。ミュージカルを通してみんな
と関わりを深め、一緒に最高のミ
ュージカルを作り上げることがで
きて本当によかった。卒業しても
一生「仲間」やよ!

伊藤怜奈
三蔵法師役、
パフォーマンス班

　三蔵法師を演じるな
かで一番苦労した点は
歌う場面です。歌い出しが上手くい
かなかったり、歌詞を間違えたり、リ
ズムが合わなかったりと、本番ギリ
ギリまで不安でいっぱいでした。そ
んな中、みんなの励ましや応援の言
葉が私の一番の支えで、本番は自信
をもって歌うことができました。本
当にありがとう!!

岡本和也
会場班 班長

　カプセル磨き
や看板作り、当
日の手遊び等、
会場班は人数が少なく、やる
べきことがたくさんありまし
た。準備中はとても苦労しま
したが、子どもたちの笑顔や
お客さんの喜んだ顔を見たら
このメンバーとここまでやっ
てきて本当に良かったと思い
ました。

寺村奈津
衣粧班 班長

　イメージしたもの
を、形にすることが
一番難しかったです。
初めは何回も作り直したり、本を
見ながら苦戦したけど、最後はス
ムーズに作れるようになりました。
ミュージカルの中で「協力するこ
との大切さ」を感じとれるシーン
があります。私もミュージカル活
動を通して、そのことを身をもっ
て体感しました。

ミュージカル 裏話

な

た
た
作
な
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西遊記

　文学部教育学科・卒業記念ミュージカル　

心ひとつに、
「西遊記」を上演
　 3月 5・6日の両日、伊勢学舎記念講堂において卒業記念ミュー
ジカル「西遊記 ～仲間がおしえてくれたもの～」が開催された。同
ミュージカルは文学部教育学科の 4年生有志が毎年上演する一大
イベントで、今年で通算24回目。文学部としては最後の公演とい
うこともあり、一層熱のこもった舞台となった。

生演奏による本格ミュージカル

　文学部教育学科の 4年生有志が 1
年かけて取り組む卒業記念ミュージ
カル。今年は133人が参加し、学びの
集大成といえる舞台を披露した。
　演目の「西遊記」は、強くなるこ
とにしか興味がなく、自分のことば
かり考えていたサルの国の王・孫悟
空が、三蔵法師や猪八戒、沙悟浄と
ともに世界を平和にする旅の中でさ
まざまな人々と出会い、成長してい
く物語。これまで「青い鳥」や「ブ
レーメンの音楽隊」など西洋の児童
文学を取り上げることが多かった中
で異色の作品だ。
　また、〝ミュージカル〞であること
にこだわりたいと、吹奏楽の生演奏
と合唱班の歌を中心に約20の演奏曲

を用意。子どもたちも一緒に歌える
よう、「ミッキーマウスマーチ」や
「アイアイ」などよく知られた原曲を
使い、オリジナルの歌詞を付ける工
夫を施した。舞台下から聞こえる迫
力ある生演奏やプロ並みに朗々と歌
い上げる役者の歌唱力に魅了された
のか、会場からは曲が終わるごとに
拍手が送られ、熱気と感動に包まれ
た舞台となった。

〝協力〞する大切さを伝えたい

　歌唱力やダンスパフォーマンスの
レベルの高さもさることながら、観
客参加型の演出が光った今回の舞
台。たとえば、孫悟空と猪八戒が沙
悟浄に出会うシーンでは、会場に向
かって沙悟浄がどこにいるのか尋ね
る。すると、池に隠れている沙悟浄

に気づいた子どもたちが、「後ろにお
る!」「あそこや!」などと指を差しな
がら口々に叫び、会場を沸かした。
「モンキーマジック」という掛け声と
ともに敵と戦う場面では、孫悟空が
一緒に声を発してくれるよう呼びか
けた。恥ずかしさもあってか最初小
さかった声は次第に大きくなり、割
れんばかりに響くとついに大ボスは
倒れクライマックスへ。子どもたち
は仲間を信じ、協力することの大切

さについて身をもって知るととも
に、一体感も味わったようだ。

立ち見客が出るほど

　会場は立ち見客が出るほどの盛況
ぶりで、 2日間でのべ 2千人が舞台
を楽しんだ。公演後、講堂前の広場
では孫悟空や三蔵法師、敵役たちと
一緒に記念撮影をする親子や、図書
館前に設置された顔出しパネルに顔
をはめ喜ぶ子どもたちの姿が見られ
た。 5歳の男の子を連れた伊勢市内
の主婦は、「歌やぴったり息の合った
ダンスに圧倒された。子どもも最後
まで夢中になって観ていた」と感想
を話していた。「おかまのキャラクタ
ーが面白かった」とは小学 3年生の
女の子たち。毎年観に来るというお
ばあさんは「ところどころで〈五十
鈴川〉など伊勢の地名や場所が出て
きたので、話がより身近に感じられ
た」と語っていた。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
終
え
て

松田典祀
教育学科教授

　劇が終わって緞帳が下りた瞬間、舞台の中から幕
を通しておびただしい光線が発射されたように感じ
た。昔観た、モスラが卵の殻を破って生まれる光の
ように…。それはミュージカルそのもののエネルギー。すばらし
い歌声、舞踊、演劇が三つ巴となった西遊記の世界。信頼や思い
やり、協力といった、何ものにも代えがたい人と人との繋がりが
一大叙事詩のように緩急織り交ぜ、潮のように迫ってくる。ラス
トシーンの科白のように、これからは今までのプロセスで培った
すばらしい人と人との関係を広めていってください。勢いよく卵
を割って、平和を守る怪獣モスラのように…。世界へ、実社会へ、
羽ばたいていってください。

錦かよ子
教育学科教授

　 4教ミュージカルに初めて関わらせていただき、
130余名の、学生の力の素晴しさを実感しています。
「良いミュージカルを作ろう」という一つの目標に向
かって、ひとり一人がその持ち味を精一杯発揮する姿に、ただた
だ感心するばかりです。ミュージカルは歌って踊って楽しんでい
るだけととられがちですが、決してそうではありません。いろい
ろな意見が衝突し、その解決策を探っていく過程にこそ教育的意
義があります。また個人の隠れた能力の再認識や、自己実現、達
成感なども体験できるのです。そして何よりも〝感動〞。 1年間の
努力の成果である感動の素晴しさを、今度は教員として、子ども
たちに伝えていただきたいと願っています。

藤
副
音

　
動
統
は
を
る

の

天花寺由紀子
教育学科研究室

　舞台いっぱいと客席にまで広がって踊る、大人数
のダンスシーンが圧巻でした。あそこまでの迫力に
仕上げるには、相当練習されたと思います。
　先日、5歳と 8歳の女の子から手紙をもらいました。手紙には、
「ミュージカルすごかったです。さいごのところでかんどうしてな
みだがでてきました」と書かれていました。皆さんが伝えたかっ
た「仲間の大切さ」や「世の中を平和にするにはまず周りの人た
ちと仲良くすることから」というメッセージは、きっと子どもた
ちの心に届いていると思います。これだけの素晴らしい舞台を作
り上げた経験は、それぞれの自信となり社会に出てからの糧とな
ると思います。皆さんのご活躍を、心よりお祈りしています。

／

／
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皇學館高等学校創立50周年・皇學館中学校創立35
周年記念事業寄付金進捗状況
区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

3 450,000 450,000

42 4,240,000 4,180,000

15 435,000 435,000

152 6,876,000 6,876,000

65 1,105,000 1,105,000

125 3,685,000 3,635,000

合　　　計 402 16,791,000 16,681,000
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皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創
立

三
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
活
動
は
、
十
九
年
六
月
、
正
式

に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
募
財
活
動
の
中
心

を
「
生
徒
の
教
育
活
動
支
援
」
に
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
二
月
二
十
八
日
現
在
で
の
募
金
状
況
は
、
次
の
通

り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご

理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
今
後
の
ご
賛
同
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

愛
知
県 

一
万
五
千
円
﹇
五
千
円
増
額
﹈

 

北
山

　
　
均
様

 

三
重
県 

一
万
円 

中
谷

　
紀
生
様

　「
建
国
記
念
の
日
」に
先
立
ち
二

月
十
日
、
中
・
高
生
を
対
象
に
記

念
講
演
会
が
催
さ
れ
た
。
講
師
に

は
チ
ベ
ッ
ト
出
身
で
大
阪
在
住
の

バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
を
お
迎

え
し
、「
日
本
と
チ
ベ
ッ
ト
に
暮
ら

し
て
思
う
こ
と
〜
人
は
な
ぜ
学
ぶ

の
か
〜
」
の
演
題
で
お
話
し
い
た

だ
い
た
。

　
貧
し
か
っ
た
幼
少
時
代
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
体
験
を
大
阪
弁

交
じ
り
に
軽
妙
に
語
っ
た
氏
。
時

に
重
々
し
く
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
、
そ
の
巧
み
な
話
術

と
興
味
深
い
内
容
に
生
徒
た
ち
も

引
き
込
ま
れ
て
い
た
。
講
演
後
に
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寄
付
者
芳
名

皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

書
か
れ
た
感
想
文
を
見
る
と
、「
自

分
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
受

け
て
い
る
教
育
の
機
会
や
、
身
の

回
り
の
便
利
な
物
が
い
か
に
恵
ま

れ
た
も
の
で
、
享
受
し
て
い
る
環

境
は
実
は
親
・
先
人
た
ち
の
努
力

が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
っ
た
」

な
ど
と
多
く
の
生
徒
が
感
じ
て
お

り
、「
教
育
の
持
つ
意
義
を
、
こ
の

恵
ま
れ
た
日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と

を
大
切
に
思
い
、
将
来
へ
の
糧
と

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
生
徒

も
い
た
。

昨
今
、
君
た
ち
は
本
校
の
モ
ッ
ト

ー
で
あ
る
清
明
正
直
の
精
神
に
基

づ
き
、
社
会
に
責
任
を
押
し
付
け

る
よ
う
な
怠
惰
性
を
持
た
な
い
で

ほ
し
い
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
気
後お

く

れ
せ
ず
、
無
理
し
て
突
破
す
る
努

力
を
放
棄
せ
ず
、
明
る
く
生
き
て

ほ
し
い
。
勝
海
舟
の
言
葉
に
『
前

に
壁
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
立

ち
止
ま
っ
て
あ
き
ら
め
て
し
ま
う

の
は
お
か
し
い
。
前
に
壁
が
あ
れ

ば
横
に
行
っ
た
ら
い
い
で
は
な
い

か
』
と
あ
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
に

困
難
な
状
況
が
あ
っ
て
も
前
に
進

む
努
力
を
続
け
て
い
れ
ば
、
可
能

性
は
現
実
化
し
、
そ
の
姿
を
明
瞭

に
あ
ら
わ
し
て
く
る
」
と
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
ら
れ
た
。

　
各
賞
は
以
下
の
通
り
。

●
神
宮
大
宮
司
賞 

河
俣
　
真
由

●
皇
學
館
理
事
長
賞

 

奥
田
　
千
穂

●
三
重
県
知
事
賞 

大
岩
　
未
来

●
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校

　
連
合
会
会
長
賞 

春
原
　
若
菜

●
伊
勢
商
工
会
議
所
会
頭
賞

 

安
西
　
　
悠

●
三
カ
年
皆
勤
賞（
74
名
）

与
さ
れ
、
特
別
優
等
賞
は
萩
原
莉

花
さ
ん（
三
Ａ
）が
、
三
カ
年
皆
勤

賞
は
岡
田
大
河
さ
ん（
三
Ａ
）が
そ

れ
ぞ
れ
代
表
で
表
彰
を
受
け
た
。

　
在
校
生
代
表
と
し
て
校
友
会
総

務
副
委
員
長
の
坪
田
真
輝
さ
ん

（
二
Ｂ
）が
卒
業
生
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
、
桂
み
こ
さ
ん
（
三

Ａ
）
が
最
後
ま
で
見
事
に
答
辞
を

読
み
上
げ
た
。
会
場
全
体
が
感
動

に
包
ま
れ
、卒
業
生
も
感
涙
し
た
。

拍
手
の
中
、
三
年
生
が
退
場
し
幕

を
閉
じ
た
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
が
書
か

れ
て
い
た
。
カ
ー
ド
は
ラ
ン
ダ
ム

　
三
月
十
七
日
の
五
・
六
限
目
に

「
三
年
生
を
送
る
会
」が
実
施
さ
れ

た
。
今
年
の
卒
業
記
念
作
品
で
あ

る
「
手
形
ア
ー
ト
」
は
事
前
に
全

校
生
徒
が
六
色
の
鮮
や
か
な
手
形

を
作
り
、
校
友
会
役
員
が
桜
の
花

び
ら
の
形
に
な
る
よ
う
作
り
上
げ

た
も
の
。
完
成
品
が
披
露
さ
れ
る

と
歓
声
と
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
手

形
の
一
つ
一
つ
に
は
み
ん
な
の
名

前
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
お

り
、
休
み
時
間
に
自
分
の
手
形
を

探
す
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

使
わ
れ
た
カ
ー
ド
は
生
徒
が
事
前

に
作
成
し
、
教
科
・
干
支
・
数
字
・

「
建
国
記
念
の
日
」の
講
演

人
は
な
ぜ
学
ぶ
の
か
◆
バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
氏

四
〇
六
名
が
新
た
な
旅
立
ち

第
四
十
六
回
皇
學
館
高
校
卒
業
式

　
三
月
一
日
、
大
学
記
念
講
堂
に

お
い
て
第
四
十
六
期
生
・
四
〇
六

名
の
卒
業
式
が
催
さ
れ
た
。
雨
に

阻
ま
れ
今
年
は
神
宮
参
拝
が
や
む

な
く
中
止
に
至
っ
た
も
の
の
、
十

時
三
十
分
、
式
は
厳
粛
な
雰
囲
気

の
な
か
始
ま
っ
た
。
国
歌
斉
唱
、

令
旨
奉
読
、
卒
業
証
書
授
与
、
各

賞
の
表
彰
と
式
は
進
行
し
、
在
校

生
代
表
・
荒
木
志
帆
さ
ん
に
よ
る

送
辞
、
卒
業
生
代
表
・
青
木
駿
君

に
よ
る
答
辞
が
読
ま
れ
、
こ
の
倉

田
山
で
の
三
年
間
の
高
校
生
活
に

改
め
て
思
い
を
巡
ら
し
た
。

　
中
村
貴
史
校
長
は
「
こ
の
時
代

閉
塞
と
い
う
言
葉
に
社
会
全
体
が

自
縄
自
縛
状
態
に
陥
り
、
萎
縮
し

て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

平成22年度
三年生を送る会感

動
に
包
ま
れ
た
卒
業
式

第
三
十
回
皇
學
館
中
学
校
卒
業
式

　
三
月
十
九
日
に
平
成
二
十
二
年

度
、
第
三
十
回
卒
業
式
が
セ
ミ
ナ

ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
春
ら
し
い
陽
気
の
中
、
厳
粛
な

雰
囲
気
で
始
ま
っ
た
式
典
は
国
歌

斉
唱
、令
旨
奉
読
の
後
、卒
業
生
ひ

と
り
一
人
の
名
前
を
担
任
が
呼
名

し
た
。
学
校
長
か
ら
総
代
の
前
田

翼
さ
ん（
三
Ｂ
）に
卒
業
証
書
が
授

平成22年度新刊本

書籍注文方法
右記へ、お電話
またはFAXにて
ご連絡下さい。

皇學館大学
出 版 部

に
配
ら
れ
る
た
め
、
み
ん
な
誰
の

作
っ
た
カ
ー
ド
に
な
る
の
か
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
た
。
ビ
ン
ゴ
す
る
と

当
選
者
と
そ
の
カ
ー
ド
記
入
者
は

景
品
を
も
ら
っ
た
。

　
学
年
ご
と
の
発
表
で
は
一
年
生

が「YELL

」「Beautiful days

」、

二
年
生
は
「Jupiter

」「
未
来
へ
」

宇佐宮記の研究
伊藤 勇人著

明治期教科書政策史研究
掛本 勲夫著

石灰壇「毎朝御拝」の史的研究
石野 浩司著

文明と経済の相生
宮川 泰夫著

韓天寿が愛した石刻資料
上小倉 一志著

を
そ
れ
ぞ
れ
合
唱
し
、
卒
業
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。
三
年

生
は
マ
ジ
ッ
ク
披
露
と
在
校
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、「
未
来
予
想
図

Ⅱ
」を
見
事
に
歌
い
上
げ
、各
学
年

の
心
温
ま
る
言
葉
に
み
ん
な
の
感

情
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。そ
の
後
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
三
年
担
任
団
か
ら

「K
OGAK

K
AN
  RAD

IO

」
が

披
露
さ
れ
た
。
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
と
し

て
田
中
秀
幸
先
生
が
安
井
浩
子
先

生
、
岩
﨑
眞
理
先
生
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
む
と
、
卒
業
生
た
ち
か
ら

涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

皇學館大学 出版部
TEL&FAX 0596－22－6320
●書名・冊数・住所・氏名・電話番号をお知らせ下さい。
●お支払いは郵便振込にてお願いします。
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創立130周年・再興50周年記念事業寄付金
進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

634 776,897,000 765,847,000

725 79,394,000 76,679,000

46 31,855,000 31,735,000

2,076 94,131,000 94,131,000

104 62,335,000 60,995,000

256 58,722,000 58,472,000

合　　　計 3,841 1,103,334,000 1,087,859,000
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萼
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企
　
　
業

 

岐
阜
県 

五
万
円 

浅
野
　
伸
一
様

 

文
学
部
神
道
学
科 

三
万
円 

江
沢

　
滋
剛
様

 

文
学
部
国
文
学
科 

三
万
円 

和
田

　
政
清
様
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甘
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甘
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甘
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甘
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甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業 

寄
付
者
芳
名

　
創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
募
金
に
つ

き
ま
し
て
、
学
内
外
の
方
々
か
ら
変
わ
ら
ぬ
励
ま
し
の
声
と

と
も
に
そ
の
後
も
多
く
の
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
好
意
に
対
し
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
と
同
時
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
芳
名
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
活
動
の
一
層
の
充
実
を

は
か
る
べ
く
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
芳
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
月
二
十
八
日
ま
で
の

到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

春
こ
こ
に
生う
ま

る
る
朝
の
日
を
う
け
て

　
山さ
ん

河か

草そ
う

木も
く

み
な
光
あ
り

万よ
ろ
ず

葉は

の
道
の
一ひ
と

道み
ち

生い
き
の
き
は
み

　
踏
み
も
て
ゆ
か
む
こ
こ
ろ
つつ
し
み

　
佐
佐
木
信
綱
は
歌
人
・
国
文
学
者
で
、

昭
和
十
二
年
に
第
一
回
文
化
勲
章
を
受

章
し
、
唱
歌
「
夏
は
来
ぬ
」
の
作
詞
者

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
首

は
私
の
好
き
な
信
綱
短
歌
で
、
信
綱
の

人
柄
や
万
葉
学
者
と
し
て
の
信
条
が
よ

く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
在
学
中
、
将
来
の
進
路
に
お
い

て
選
択
肢
が
多
い
方
が
よ
い
と
思
い
、

国
文
学
科
の
講
義
を
は
じ
め
資
格
取
得

の
講
義
等
、積
極
的
に
受
講
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
、
現
在
の
仕
事
と
私
を
繋

ぐ
結
果
と
な
っ
た
の
で
す
。

磯
上
知
里
氏
　
鈴
鹿
市
立
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
学
芸
員

国
文
学
科
第
三
十
六
期（
平
成
十
三
年
三
月
）卒

　
ま
た
、
在
学
中
は
信
綱
に
つ
い
て
全

く
知
ら
ず
、
学
芸
員
に
な
っ
て
か
ら
勉

強
し
ま
し
た
が
、
理
想
と
現
実
の
間
で

挫
け
そ
う
に
な
り
、
何
度
か
国
文
学
科

研
究
室
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
学
生
の

時
と
変
わ
ら
ず
、
先
生
方
は
温
か
く
迎

え
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
広
い
学
識
で
も

っ
て
私
を
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
生
方
の
温
か
い
励
ま
し
と
熱
心
な
指

導
が
無
け
れ
ば
、
今
日
ま
で
学
芸
員
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
皇
學
館
大
学

で
、
素
晴
ら
し
い
先
生
方
と
巡
り
会
え

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　
信
綱
が
提
唱
し
た
「
ひ
ろ
く
ふ
か
く

お
の
が
じ
し
に
」の
よ
う
に
、私
な
り
の

道
を
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

文
学
部
国
史
学
科 

三
万
円 

加
藤
　
久
幸
様

 

教
育
学
部
教
育
学
科 

三
万
円 

嶋
津
　
秀
周
様

 

博
士
前
期
課
程
神
道
学
専
攻 

三
万
円 

田
井
　
宏
栄
様

 

三
重
県 

十
五
万
円
﹇
五
万
円
増
額
﹈

 

三
集
グ
リ
ー
ン
様

　
国
際
交
流
委
員
会
の
命
を

う
け
て
、
三
月
十
九
日
よ
り

二
十
四
日
ま
で
、
半
田
美
永

学
生
部
長
（
新
年
度
よ
り
文

学
部
長
）、
玉
田
功
総
務
部

主
任
と
と
も
に
、
英
国
の
ケ

ン
ト
大
学
を
訪
問
し
た
。
中

国
と
の
交
流
事
業
が
軌
道
に

の
っ
た
現
在
、
西
欧
圏
の
大

学
と
の
国
際
交
流
を
活
性
化

し
、
英
国
の
大
学
で
の
夏
期

英
語
研
修
の
継
続
的
実
施

や
、
そ
の
他
の
学
術
交
流
を

促
進
す
る
た
め
の
調
査
・
交

渉
の
た
め
の
渡
英
で
あ
っ

た
。

　
早
春
の
英
国
は
花
の
季
節

が
到
来
し
て
い
た
。「
イ
ギ
リ

ス
の
春
の
美
し
さ
は
英
文
学

を
学
ぶ
も
の
に
は
と
り
わ
け

魅
力
的
に
思
え
る
」
と
は
、

あ
る
知
り
合
い
の
英
文
学
者

の
言
で
あ
る
が
、
ア
ー
モ
ン

ド
、
桜
、
モ
ク
レ
ン
、
ラ
イ

五
年
設
立
）
は
、
古
代
よ
り

英
国
の
海
の
玄
関
口
で
あ
っ

た
こ
の
地
方
に
ふ
さ
わ
し
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誇
っ
て
い

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
首
都
と

呼
ば
れ
る
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
と
花
の
都
パ
リ

（
ち
ょ
っ
と
古
い
か
？
）に
キ

ャ
ン
パ
ス（
と
も
に
大
学
院
）

を
持
ち
、
学
生
の
約
二
割
が

諸
外
国
か
ら
の
留
学
生
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。
人
文
、
科

学
、
社
会
科
学
の
三
部
門
、

十
八
学
部
と
三
つ
の
教
育
セ

ン
タ
ー
を
持
つ
、
学
生
総
数

約
一
万
九
千
人
の
教
育
先
進

大
学
で
あ
る
。
Ｒ
Ａ
Ｅ
（
教

育
業
績
評
価
）
は
英
国
一
五

九
校
中
二
十
四
位
で
、
雇
用

主
の
求
め
る
学
生
能
力
向
上

へ
の
取
り
組
み
も
盛
ん
で
あ

る
。
ケ
ン
ト
州
内
に
は
メ
イ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
に
加
え
て
、
テ
ム
ズ
川

下
流
の
メ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
と
ト

ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
も
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
り
、
特
に
メ
ッ
ド
ウ

エ
イ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
古

い
港
湾
造
船
都
市
に
残
る
建

築
物
を
近
代
的
に
再
構
築
し

た
も
の
で
あ
り
（
メ
ッ
ド
ウ

ェ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、

他
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
地

域
再
生
型
の
大
学
と
し
て
脚

光
を
浴
び
て
い
る
。

　
さ
て
、
今
回
訪
問
し
た
の

は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂

を
見
下
ろ
す
三
百
エ
ー
カ
ー

の
丘
陵
公
園
に
広
が
る
メ
イ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
さ
わ
や

か
な
風
の
丘
か
ら
の
眺
望
は

絶
品
で
あ
る
。
ケ
ン
ト
大
学

所
属
の
Ｃ
Ｅ
Ｗ
Ｌ
（
英
語
・

世
界
言
語
セ
ン
タ
ー
）
の
セ

ン
タ
ー
長
、
ア
ン
ト
ニ
ー
・

マ
ニ
ン
グ
所
長
と
関
係
職

員
、
そ
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ
の
学
寮
長
で
あ
る

ナ
ン
シ
ー
・
ガ
フ
ィ
ー
ル
ド

教
授
を
訪
ね
、
こ
の
セ
ン
タ

ー
や
カ
レ
ッ
ジ
内
部
の
諸
施

設
、
一
般
・
留
学
生
用
の
寮
、

そ
の
他
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
点

在
す
る
劇
場
、
パ
ブ
、
キ
ャ

フ
ェ
、
図
書
館
な
ど
を
見
学

し
た
（
こ
の
大
学
は
、
演
劇

や
芸
術
関
係
の
教
育
活
動
が

盛
ん
で
あ
る
）。
初
夏
を
思

わ
せ
る
陽
光
の
ま
ぶ
し
い
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
生
た
ち

が
思
い
思
い
に
太
陽
の
季
節

を
楽
し
ん
で
い
た
。
開
放
的

な
雰
囲
気
で
あ
る
。
古
代
の

遺
跡
（
世
界
遺
産
の
聖
ア
ウ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら

英
語
を
学
ぶ
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ウ
ィ
ズ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」、そ
し
て
言
う
ま
で
も

な
く
、
日
本
の
大
学
か
ら
の

特
別
英
語
研
修
の
受
け
入
れ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ

ー
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
特

に
今
夏
、
七
月
上
旬
と
中
旬

の
二
回
、「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
日
本
文

化
紹
介
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

っ
た
特
別
開
講
コ
ー
ス
が
企

画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
大
学

が
い
か
に
ア
ジ
ア
に
開
か
れ

た
大
学
　
日
本
だ
け
で
な

く
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
の
言
語
・
文
化
企
画
も
あ

る
　
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

　
国
際
交
流
、
な
か
で
も
、

学
生
の
国
際
言
語
習
得
の
意

義
は
、
諸
外
国
の
言
語
や
文

化
を
通
し
て
自
己
（
自
国
の

文
化
）
を
よ
り
深
く
知
る
こ

英語圏との国際交流 英国の大学を視察

ケント大学出張報告
 社会福祉学部社会福祉学科 教授
 （新年度より文学部コミュニケーション学科教授・国際交流委員） 池 田 久 代

西
欧
圏
と
の
学
術
交
流
を
促
進

学
生
数
約
一万
九
千
人
を
誇
る
教
育
先
進
校

　
ロ
ン
ド
ン
か
ら
車
で
お
よ

そ
一
時
間
半
、
電
車
を
使
う

と
約
一
時
間
で
、
英
国
南
東

部
の
ケ
ン
ト
州
カ
ン
タ
ベ
リ

ー
に
到
着
す

る
。
そ
の
先
の

ド
ー
バ
ー
ま
で

赴
く
と
、
晴
れ

た
日
に
は
海
峡

の
向
こ
う
に
フ

ラ
ン
ス
本
土
が

見
え
る
。
英
国

に
お
け
る
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
大

学
」
と
自
称
す

る
国
立
ケ
ン
ト

大
学
（
一
九
六

　
さ
て
、
ケ
ン
ト
大
学
は
本

学
の
夏
季
短
期
英
語
研
修
の

候
補
地
と
し
て
大
変
興
味
深

い
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
理

由
は
、
す
で
に
日
本
と
の
交

流
を
重
ね
、
日
本
語
・
日
本

文
化
へ
の
関
心
が
非
常
に
高

い
大
学
と
い
う
点
に
あ
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｗ
Ｌ
に
は
諸
外
国
か
ら

の
留
学
生
に
開
か
れ
た
種
々

の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
大
学
本

科
入
学
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
専

門
と
英
語
の
両
方
を
履
修
し

て
学
士
・
修
士
を
取
得
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
一
般
対
象
の

英
語
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
に
加
え
て
、
日
本
人
学
生

に
特
化
し
た
一
年
間
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
「
Ｊ
Ｙ
Ａ
・
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
プ
ラ
ス
」、

日
本
文
化
への
関
心
高
く

と
に
あ
る
。
そ
の
交
流
は
、

ま
た
、
つ
ね
に
双
方
向
的
な

ベ
ク
ト
ル
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
伊
勢
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
諸
外
国
か
ら
学

生
や
研
究
者
を
招
き
、
私
た

ち
の
文
化
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
依
っ
て
立
つ
地
域
の
こ

と（
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
）、
世
界

の
こ
と
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
）、
地
球
の
こ
と

（
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
）を
学
び

グ
ス
チ
ヌ
ス
教
会
遺
跡
）
や

世
界
最
古
の
現
役
学
校
キ
ン

グ
ズ
・
ス
ク
ー
ル
、
中
世
の

パ
ブ
な
ど
が
点
在
す
る
学
生

町
。
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
は
ど
こ

か
伊
勢
の
地
に
似
て
い
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
は
聖
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ

ト
の
殉
教
に
因
ん
だ
「
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
詣
で
」
の
巡
礼
地

で
、英
国
中
世
文
学
の
巨
匠
、

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
チ
ョ
ー
サ
ー

著
の『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
』

は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
大
聖
堂
に
詣
で
る
巡

礼
た
ち
が
語
る
逸
話
を
つ
な

い
だ
物
語
集（
説
話
文
学
）で

あ
る
。

ラ
ッ
ク
の
花
木
が
咲
き
、
公

園
や
大
木
の
下
草
に
は
、
香

り
高
い
春
の
魁

さ
き
が
け、
黄
水
仙
、

桜
草
、
ス
ズ
ラ
ン
、
ク
ロ
ッ

カ
ス
な
ど
が
今
を
盛
り
と
咲

き
誇
っ
て
い
た
。
歴
史
と
庭

園
の
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

は
、
自
然
と
人
間
が
醸
し
出

す
万
古
不
易
の
美
し
さ
が
あ

る
。

あ
う
こ
と
は
な
ん
と
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
こ
と
で
あ
ろ

う
か
？
今
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

諸
大
学
で
進
ん
で
い
る
「
エ

ラ
ス
ム
ス
制
度
」（
Ｅ
Ｕ
圏

で
の
学
生
交
流
）
に
、
ぜ
ひ

と
も
、
ア
ジ
ア
地
域
の
私
た

ち
も
加
わ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
進
展
さ

せ
た
い
と
、
夢
が
膨
ら
む
今

回
の
英
国
大
学
訪
問
で
あ
っ

た
。

　
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
ご
芳
名
・
金
額
等

の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
■
萼
の
会
／
3
名

／

／
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イベントの時間・申込方法等のお問合せは企画部まで
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イベント情報（4～5月）

編
集
後
記

◆
三
月
十
一
日
に
東
日
本
を
襲
っ
た
未
曾
有
の

大
震
災
は
、
想
像
を
絶
す
る
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
こ
の
度
の
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
◆
今
号
ま
で
学
園

報
は
総
務
課
が
企
画
編
集
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
は
広
報
全
般
業
務
を
企

画
部
が
担
当
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
学
園
広
報
は

大
き
く
法
人
広
報
（
総
務
課
）
と
入
試
広
報（
入

学
試
験
課
）
に
区
分
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
の
情
勢
変
化
、
ま
た
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
に
、
主
管
部
署
が
企
画
部
に
一
元
化

さ
れ
ま
す
。
専
属
の
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
る

予
定
で
、
正
確
性
・
迅
速
性
・
創
造
性
を
踏
ま

え
た
戦
略
的
な
広
報
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

【
総
務
課
】

東
海
地
区
一
部
リ
ー
グ
に
昇
格

男
子
も
四
部
で
優
勝
・
三
部
へ
昇
格

　
大
学
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
が
昨
年
の
秋
季
東
海
二
部

リ
ー
グ
で
優
勝
。
み
ご
と
一

部
に
昇
格
し
た
。
創
部
か
ら

一
年
半
、
試
合
に
出
場
す
る

よ
う
に
な
っ
て
わ
ず
か
半
年

で
の
快
挙
だ
。

　
同
部
を
立
ち
上
げ
た
ひ
と

り
で
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
た
平
賀
早
紀
さ
ん
（
教
育

に
、
試
合
前
に
は
対

戦
す
る
チ
ー
ム
の
特

徴
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
を
見
な

が
ら
研
究
し
、
対
策
を
練
る

な
ど
徹
底
。
貪
欲
に〈
勝
利
〉

に
こ
だ
わ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
つ
か
ん
だ
一
部

学
科
三
年
）
は
「
昨
年
の
春

季
リ
ー
グ
で
全
敗
し
て
、
も

の
す
ご
く
悔
し
い
思
い
を
し

た
こ
と
が
原
動
力
に
な
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
新
キ
ャ

プ
テ
ン
と
な
っ
た
辻
仁
美
さ

ん（
同
二
年
）も
「
人
数
が
揃

い
初
め
て
試
合
に
出
ら
れ

た
。
そ
れ
に
満
足
し
て
、
内

容
や
勝
つ
こ
と
に
頭
が
ま
わ

ら
な
か
っ
た
」と
分
析
す
る
。

　
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
チ
ー
ム

が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
意

識
改
革
だ
。「
ひ
と
り
一
人
が

課
題
を
持
っ
て
練
習
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
平

賀
さ
ん
。
彼
女
自
身
、
プ
レ

ー
に
自
信
が
な
か
っ
た
こ
と

を
反
省
し
、「
シ
ュ
ー
ト
す
る

時
も
決
ま
る
か
な
、
で
は
な

く
、
決
め
る
」
と
心
を
強
く

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
語

る
。「
男
子
部
員
が
練
習
に
付

き
合
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
大

き
い
」
と
は
辻
さ
ん
だ
。
パ

ワ
ー
や
ス
ピ
ー
ド
に
優
る
男

子
を
相
手
に
す
る
こ
と
で
よ

り
充
実
し
た
内
容
に
な
り
、

力
が
つ
い
た
と
い
う
。
さ
ら

学
生
キ
ャ
ス
タ
ー
、活
躍
中
!

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
三
年
の
松
本
奈
々
子
さ
ん

が
伊
勢
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ「
ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー（iTV

）」

で
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務

め
、
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
本
来
は
恥
ず
か
し
が
り
屋

と
い
う
松
本
さ
ん
。
昨
年
六

月
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
探
そ
う

と
見
た
掲
示
板
で
学
生
キ
ャ

ス
タ
ー
の
募
集
を
知
り
、
人

に
情
報
を
伝
え
る
技
術
を
身

に
付
け
た
い
と
応
募
し
た
。

出
演
し
て
い
る
の
は
水
曜

日
、十
九
時
か
ら
の「
お
天
気

情
報
」
コ
ー
ナ
ー
（
二
十
時

〜
二
十
三
時
の
毎
時
に
再
放

送
）。時
間
に
し
て
三
分
ほ
ど

の
登
場
だ
が
、
予
想
以
上
に

難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

　「
原
稿
を
読
む
だ
け
な
の

で
、
す
ぐ
で
き
る
か
な
と
最

初
は
甘
く
考
え
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
い
ざ
収
録
ビ
デ

オ
を
確
認
す
る
と
棒
読
み
で

表
情
も
硬
く
、
最
初
は
何
回

も
撮
り
直
し
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
…
…
」。

　
そ
こ
で
、
松
本
さ
ん
が
心

が
け
た
の
は
〈
笑
顔
〉。
画

面
に
映
っ
て
い
な
い
時
で

も
、
に
こ
や
か
に
原
稿
を
読

　

　

年間テーマ　　　　　　子どもと文化

リ
ー
グ
の
座
。
し
か
し
、
二

人
は
「
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
レ

ベ
ル
と
は
雲
泥
の
差
。
気
持

ち
を
切
り
替
え
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
精
神
で
ぶ
つ
か
る
の

み
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
、
新
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
率

い
る
辻
さ
ん
は
「
中
学
、
高

校
と
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

た
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
る

の
は
初
め
て
。
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
何
で
も

言
い
合
え
る
チ
ー
ム
に
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

た
。
引
退
を
迎
え
る
平
賀
さ

ん
は「
み
ん
な
の
お
か
げ
で
、

人
と
の
関
わ
り
方
や
気
持
ち

を
受
け
容
れ
る
大
切
さ
を
学

ん
だ
。
教
員
を
め
ざ
す
に
あ

た
り
、活
か
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

5/14㈯　 深草正博

世界的気候変動の中の日本史　
　これまでの歴史的考察の中で、気候変動と
いうファクターは「環境決定論」というレッテル
を貼られて、排斥されてきました。が、これ抜
きでは歴史の正しい把握は困難です。今回は、
世界の気候変動とからめて日本史を見直して
みましょう。

6/11㈯　 有門秀記

よりよく子どもを見つめるために　
　①トラブルがあった…子どもかわいさに、一
方的に相手が悪いと思い込んでいませんか。
②勉強ができない…子どもかわいさに、一方
的に知識を詰め込んでいませんか。このような
ときどうすればいいのでしょうか。これらの点に
ついて考えていきます。

10/8㈯　 野々垣明子

子ども観の変遷　
　大人は子どもの成長を願い、何が子どもの
ためになるのかを考え、様々に配慮します。こ
うした子どもに対するふるまい方は、歴史的に
みれば近代以降に広まった、比較的新しい態
度です。私たちが当たり前だと思っている子ど
もに対する見方、考え方が、歴史の中でどの
ように作られてきたのかを、文献や絵画をもと
に解説します。

11/12㈯　 加藤茂外次

版画のはなし：
ウォーターレスリトグラフを中心に　
　伝統的な版画には木版、銅版、リトグラフ、
シルクスクリーンなどがあります。その様 な々方
法を知った上で、1990年代に考案された新し
いリトグラフの技法について、その原理や方法
を作例の写真や映像を使って解説します。

12/10㈯　 中村哲夫

幻の東京オリンピックについて　
　本講座で取り上げるのは、昭和15年に東京
で開催予定だった第12回オリンピック大会で
す。この大会は、昭和11年のベルリン大会開
会式前日に決定され、以後、準備が進められ
ましたが、しかし昭和13年 7月、政府は開催
権の返上勧告を出し、大会は幻に終わります。
この経緯から、当時の国際スポーツをめぐる
諸相について検討していきます。

7/9㈯　 田口鉄久

子どもの育ちと遊び　
　子どもは遊びや生活を通して人生に必要な
知恵と力を獲得します。ごっこ遊び、ルールの
ある遊び、伝統的な遊びに取り組む子どもの
姿を通して、育ちを見つめ、私たち大人はど
のような支援をするのが望ましいか考えます。

9/10㈯　 錦かよ子

西洋音楽黎明期における子どもの歌　
　明治初期、文明開化と共にわらべ歌や民謡
とはまったく異質な西洋音楽を、情操教育とし
て国家レベルで子どもたちに教えることになっ
たが、その困難さは想像するに難くありません。
西洋音楽黎明期における子どもの歌は、日本
人の手でどのようにして作られ、教えられたの
でしょうか。

松
本
奈
々
子
さ
ん

（
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三
年
）

み
上
げ
る
よ
う
に
し
た
。
す

る
と
、
自
然
に
優
し
い
口
調

で
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
最
初
は
原
稿

を
一
字
一
句
覚
え
て
い
た

が
、
セ
リ
フ
の
よ
う
に
聞
こ

え
る
た
め
、
要
点
の
み
頭
に

入
れ
る
よ
う
に
し
た
。
自
分

の
言
葉
で
つ
な
ぐ
た
め
、
周

囲
か
ら
も
「
ス
ム
ー
ズ
に
聞

こ
え
る
」
と
高
評
価
を
得
た

そ
う
だ
。
ほ
か
、
方
言
が
出

な
い
よ
う
に
し
た
り
、
当
日

の
気
候
に
合
っ
た
服
装
を
考

え
る
な
ど
視
聴
者
に
与
え
る

女子ハンドボール部

印
象
に
も
気
を
配
る
。

　
こ
れ
ら
の
経
験
は
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
就
職
活
動
に

お
い
て
も
生
か
さ
れ
て
い

る
。
金
融
業
界
へ
の
就
職
を

め
ざ
し
て
い
る
と
い
う
松
本

さ
ん
。
面
接
の
際
、
キ
ャ
ス

タ
ー
の
仕
事
を
通
じ
て
磨
い

た〈
伝
え
る
技
術
〉を
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
と
語
る
。
自
分
の

ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
克
服

す
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と

も
言
い
、
社
会
へ
出
る
前
に

貴
重
な
体
験
が
で
き
て
よ
か

っ
た
と
話
し
て
い
た
。

●●●●●聴講料無料
時間●各日いずれも午後 2 時より
場所●皇學館大学

4号館 431号室

お問合せ先
皇學館大学 10596‒22‒0201

平成23年度 月 例 文 化 講 座
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英国夏季短期留学 参加者募集中!
　Speaking・Listening・Writing・Vocabulary・
Pronunciation 等、個々のレベルに合った本場の英語
教育を少人数クラスで受講します。また、大学寮での生
活や小旅行を通じ、様々な国の人々と接しながら、異文
化交流を行います。 ※ 7面に関連記事
 平成23年
【実施期間】  8月6日～31日（26日間）予定
【研 修 先】 ケント大学（英国・カンタベリー）
【参加費用】 約47万円
【申込期限】 平成23年5月16日㈪まで
お申込・お問合せは 総務部まで 10596‒22‒6308
詳しくは大学 HPもしくは、学内掲示板をご覧ください。

5月
 14●土  月例文化講座 　
  世界的気候変動の中の日本史

◆深草正博 教育学部長（教授）

 21●土  神道博物館教養講座 　
  出雲の神在祭～奉仕する者の立場から～

◆万九千社立虫神社禰宜・島根県神社庁主事
　錦田剛志氏
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